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空
家
法
の
改
正

　

町
内
に
は
年
間
を
通
じ
て
使
用
実

績
が
無
い
「
空
き
家
」
が
約
１
６
０

件
あ
り
、
そ
の
う
ち
30
件
ほ
ど
が
老

朽
化
や
管
理
不
全
で
危
険
な
状
態
と

判
断
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
を
適
切
に
管
理
せ
ず
放
置

す
る
と
、
外
壁
や
瓦
の
落
下
、
草
木

が
生
い
茂
る
な
ど
周
囲
に
悪
影
響
を

及
ぼ
す
だ
け
で
な
く
、
通
行
人
や
隣

家
に
被
害
を
与
え
た
場
合
は
、
所
有

者
が
損
害
賠
償
責
任
を
問
わ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

増
え
続
け
る
空
き
家
対
策
を
強
化

す
る
た
め
、
国
は
昨
年
12
月
に
空
家

対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法

(

空
家
法)

の
一
部
を
改
正
し
ま
し

た
。

　

町
で
は
こ
の
改
正
を
受
け
、
危
険

性
の
高
い
空
き
家
の
改
善
指
導
や
除

却
へ
の
支
援
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、「
空
き
家
へ
の
立

ち
入
り
調
査
と
改
善
指
導
・
勧
告(

管
理
不
全
空
き
家
へ
の
指
定)

」「
町

の
補
助
金
を
使
っ
た
早
期
の
解
体
依

頼
」
を
行
い
ま
す
。
地
域
に
危
険
性

の
高
ま
っ
て
い
る
空
き
家
が
あ
り
ま

し
た
ら
、情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

空き家に関する法律の改正空き家に関する法律の改正

空き家の管理責任が強化！　空き家の管理責任が強化！　
４月からは相続登記も義務化されます４月からは相続登記も義務化されます

問 建設水道課 調査計画係

改正の主な内容

□��「管理不全空き家」を新設し、空き

　 家の状態が悪化する前に行政の措

　 置等が可能に

 （指導・勧告、住宅用地特例の廃止）

□ �町が法人等を「空家等管理活用支

援法人」に指定することで民間と

協力した空き家対策が可能に

□ �緊急時の代執行が可能に

□ �町が財産管理人の選任請求ができ

るようになり、相続放棄された空

き家に対応が可能に

□ �電力会社等への情報提供の要請が

可能に

＜＜状状態態＞＞

空き家の発生
（おおむね１年以上使われていない家）

管理不全空き家
（特定空家になる恐れのある空き家）

特定空き家
（倒壊の危険や悪影響を及ぼす空き家）

■行政による改善の指導・勧告

■固定資産税の住宅用地特例（減額）の

解除が可能

良

悪

新新設設

活用

悪化の

防止

除却等

空き家対策のしくみ
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「
管
理
不
全
空
き
家
」
の
新
設

　

こ
れ
ま
で
保
安
上
の
危
険
ま
た
は
衛
生

上
有
害
と
な
る
恐
れ
の
あ
る
空
き
家
を

「
特
定
空
家
」
に
指
定
し
、
除
却
等
の
強

制
執
行
や
指
導
・
勧
告
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
今
回
の
法
改
正
で
、
放
置
す
れ
ば

「
特
定
空
家
」
と
な
る
恐
れ
の
あ
る
空
き

家
が
「
管
理
不
全
空
き
家
」
と
し
て
新
設

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
「
管
理
不
全
空
き
家
」
に
指
定
さ

れ
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
「
特
定
空
家
」
と

同
様
に
、
町
か
ら
の
指
導
・
勧
告
に
加

え
、
固
定
資
産
税
の
住
宅
用
地
の
課
税
特

例(

減
額)

が
解
除
さ
れ
、
住
宅
が
建
つ
土

地
に
か
か
る
税
金
が
３
倍
以
上
に
増
額
し

ま
す
。

空
き
家
を
放
置
す
る
と 

固
定
資
産
税
が
大
幅
増
加
!

(

住
宅
用
地
は
２
０
０
㎡
以
下
の
部
分
が
６

分
の
１
の
減
額
、
２
０
０
㎡
を
超
え
る
部
分

が
３
分
の
１
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。)

　

「
管
理
不
全
空
き
家
」
の
新
設
は
、
空

き
家
の
状
態
が
悪
化
す
る
前
の
段
階
か
ら

所
有
者
の
適
切
な
管
理
を
促
す
こ
と
が
目

的
で
す
。
空
き
家
の
管
理
が
で
き
な
い
場

合
は
、早
め
に
「
売
却
」「
賃
貸
」「
解
体
」

を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。
町
が
行
っ
て
い
る

空
き
家
に
対
す
る

各
種
支
援
を
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

相
続
登
記
の
義
務
化 

　
　
　

（
令
和
６
年
４
月
１
日
施
行
）

　

令
和
６
年
４
月
1
日
か
ら
不
動
産
を
取
得
し

た
相
続
人
に
対
し
、
そ
の
取
得
を
知
っ
た
日
か

ら
３
年
以
内
に
相
続
登
記
の
申
請
を
す
る
こ
と

が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。
正
当
な
理
由
の
な
い
申

告
漏
れ
に
は
過
料
の
罰
則
が
あ
り
ま
す
の
で
、

死
亡
等
で
不
動
産
の
相
続
義
務
が
発
生
し
た
時

は
、
早
め
に
登
記
の
申
請
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
４
月
以
前
の
相
続
で
も
、
未
登
記
で

あ
れ
ば
義
務
化
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。(

３
年
間
の
猶
予
期
間
あ
り)　

　

ま
た
、
今
回
の
法
改
正
で
は
申
請
義
務
を
簡

易
に
履
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
相
続
人
申
請

登
記
」
も
新
設
さ
れ
ま
す
の
で
、
長
野
地
方
法

務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

区分 支援制度 補助金額等

改修
空き家改修費等補助金

空き家を住宅として使用するための改修に対し、
工事費の50％ 上限50万円

解体

空き家の跡地へ新築するための解体に対し、工事
費の50％ 上限50万円

老朽危険空き家除却補助金 町が認定する「特定空家」や「不良空き家」の解
体に対し、工事費の50％ 上限50万円

住宅耐震補強事業補助金 耐震性の低い住宅から住み替える場合に、空き家
となる旧住宅の解体に対し、工事費の50％ 上限838,000円

家財処分 空き家改修費等補助金 町内業者が行う家財の片付けや処分費 上限10万円

相談 空き家に関する相談　 売買、賃貸、解体、管理など、伊南不動産組合と協力して対応

◇空き家に対する飯島町の支援

専門家に聞く法律の改正

伊南不動産組合 組合長

㈱氣賀澤不動産

　代表取締役

　　氣
け

賀
が

澤
さわ

 伸
しん

一
いち

さん

　今回の法改正は、国が空き家の実態を把握

している行政に権限を与え、空き家の適正管

理と流通を促すための施策と感じます。

　伊南地域を見ると、昔は親戚や地域の手

前、生家が空き家になっても、年数回の利用

や維持管理は行われていました。しかし近年

は、管理できずに放置するか、管理ができな

いので流通（売買・賃貸）させようという傾

向にあります。空き家を放置している所有者

は、今回の法改正で固定資産税が大幅増加と

なる可能性がありますので、何らかの対応が

必要です。

　また、４月からは相続登記も義務化され、

今まで相続していなかった不動産も、罰則の

対象となります。今後３年間の猶予期間はあ

りますが、相続は時間が経つと対象者が増え、

手続きが難しくなりますので、早めに司法書

士や行政書士、法務局などへご相談ください。

空き家対策は、相続の問題も含め、家族で不

動産の方向性を確認しておくことが重要です。

私たち不動産組合では、空き家も地域の財産

と捉え、空き家の活用に向けた相談を随時お

受けしています。相談先となる会員の情報は

伊南不動産組合ホームページ

https://www.inadanifk.com
をご覧ください。
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未来に引き継ぐ未来に引き継ぐ
これからのこれからのまちまちののかたちかたち①①
飯島町都市計画マスタープランの改訂と飯島町都市計画マスタープランの改訂と

飯島町立地適正化計画の策定飯島町立地適正化計画の策定

少子高齢化・人口減少に直面している当町では、社会構造の変化に対応した持続可能なまち

づくりへの取り組みが急務となっています。町では、令和５年度から７年度にかけて「飯島

町都市計画マスタープラン」の改訂と「飯島町立地適正化計画」の策定に取り組み、将来に

わたり暮らしやすいまちづくりを進めていきます。

　
町
で
は
、
定
住
促
進
や
空
き
家
の
流
通

促
進
な
ど
に
よ
り
人
口
の
維
持
に
努
め
て

い
ま
す
が
、
急
激
な
人
口
減
少
が
見
込
ま

れ
る
中
で
、
今
後
も
ま
ち
の
拡
散
が
続
い

た
場
合
、
低
密
度
な
ま
ち
に
な
っ
て
い
く

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
拡
散
し
た
低
密
度
な
ま
ち
で
は
、
イ
ン

フ
ラ
機
能
を
整
備
・
維
持
す
る
た
め
の
負

担
が
増
え
る
だ
け
で
な
く
、
一
定
の
人
口

密
度
に
支
え
ら
れ
て
き
た
医
療
・
福
祉
・

商
業
と
い
っ
た
生
活
サ
ー
ビ
ス
等
の
維
持

が
困
難
と
な
り
、
公
共
交
通
の
縮
小
・
撤

退
な
ど
、
車
を
運
転
で
き
な
く
な
っ
た
人

に
と
っ
て
不
便
な
ま
ち
に
な
っ
て
い
く
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

人
口
減
少
と
ま
ち
の
拡
散

　
国
立
社
会
保
障・人
口
問
題
研
究
所「
日

本
の
地
域
別
将
来
推
計
人
口
」
の
推
計
に
よ

る
と
、
町
の
将
来
人
口
は
令
和
２
年
の
約

９
千
人
か
ら
、
25
年
後
の
令
和
27
年
に
は

30
％
減
と
な
る
約
６
千
３
０
０
人
に
ま
で

減
少
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
長
野
県
全

体
で
も
、
令
和
２
年
の
約
２
０
４
万
８
千

人
か
ら
、
令
和
27
年
に
18
％
減
と
な
る
約

１
６
６
万
３
千
人
ま
で
減
少
す
る
と
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
土
地
が
安
価
で
家
を
建
て
や

す
い
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
住
宅
地
が
中

心
市
街
地
か
ら
郊
外
へ
広
が
り
、
ま
ち
の

拡
散
が
進
ん
で
い
ま
す
。

問 建設水道課 調査計画係

令和２年は10人に3.7人が高齢者（65歳以上）でしたが、
令和27年には4.8人が高齢者になると予測されています。
また、生産年齢人口（15～64歳）は大きく減少してい
く中で、高齢者や子育てを支え、地域社会を支えてい
く必要があります。
人口増加の時代につくられた社会の仕組みやかたちを
切り替えていく必要がありそうです。

飯島町の将来推計人口
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生
活
の
足
の
確
保

　
地
域
の
暮
ら
し
と
産
業
を
支
え
、
豊
か

で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
や
活
力
の

あ
る
地
域
振
興
を
図
る
上
で
、「
移
動
」

は
欠
か
せ
な
い
存
在
で
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
近
年
の
人
口
減
少
や
交
通
事
業
者
に

お
け
る
運
転
手
不
足
、
公
共
交
通
を
維
持

す
る
た
め
の
公
的
負
担
の
増
加
な
ど
に
よ

り
、
公
共
交
通
の
維
持
は
簡
単
で
は
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
町
の
い
い
ち
ゃ
ん
バ
ス(

循
環

バ
ス)

は
、
町
内
を
周
る
地
域
線
と
、
Ｊ

Ｒ
飯
島
駅
か
ら
昭
和
伊
南
総
合
病
院
間
を

結
ぶ
病
院
線
で
運
行
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
、
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
中
で
、

免
許
返
納
な
ど
に
よ
り
車
を
運
転
し
な
い
高

齢
者
が
さ
ら
に
増
加
し
て
い
く
と
予
想
さ
れ

て
お
り
、
日
常
生
活
の
足
と
し
て
公
共
交
通

に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
く
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

　
町
で
は
、
平
成
16
年
に
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
的
な
方
針
を
定
め
た
「
飯
島
町
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
目
標

年
次
を
迎
え
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

の
進
展
、
頻
発
・
激
甚
化
す
る
自
然
災
害

な
ど
、
町
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
は
大
き

く
変
化
し
て
い
ま
す
。

　
将
来
に
わ
た
っ
て
暮
ら
し
や
す
い
町
で

あ
る
た
め
に
は
、
住
宅
や
駅
・
バ
ス
停
な

ど
か
ら
歩
い
て
回
れ
る
範
囲
内
に
、
生
活

に
必
要
な
医
療
・
福
祉
・
商
業
施
設
が
ま

と
ま
っ
て
立
地
し
、
公
共
交
通
機
関
に
よ

っ
て
誰
も
が
容
易
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と
呼
ば
れ
る
ま
ち
づ
く

り
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
町
で
は
、
令
和
5
年
度
か

ら
7
年
度
の
３
か
年
に
か
け
て
、「
飯
島

町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
改
訂

と
、「
飯
島
町
立
地
適
正
化
計
画
」
の
策

定
を
同
時
に
行
い
、
長
期
的
な
視
点
に
立

っ
た
将
来
の
ま
ち
づ

く
り
の
形
や
方
向
性

を
定
め
、
未
来
に
引

き
継
い
で
い
け
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。

計
画
の
概
要

　
「
飯
島
町
立
地
適
正
化
計
画
」
で
は
、

生
活
に
必
要
な
施
設
の
立
地
状
況
や
公
共

交
通
の
状
況
、
人
口
分
布
な
ど
を
基
に
、

生
活
に
必
要
な
施
設
が
集
ま
る
よ
う
に
す

る
「
都
市
機
能
誘
導
区
域
」
を
設
定
し
、

そ
の
周
り
に
住
宅
な
ど
居
住
が
集
ま
る
よ

う
に
す
る
「
居
住
誘
導
区
域
」
を
設
定
し

ま
す
。
ま
た
、
便
利
な
区
域
に
行
き
や
す

く
す
る
公
共
交
通
の
整
備
方
針
や
、
区
域

内
へ
の
誘
導
を
促
進
す
る
た
め
に
行
う
施

策
な
ど
を
定
め
ま
す
。

　
こ
の
計
画
は
20
～
30
年
の
長
い
期
間
を

か
け
て
緩
や
か
に
コ
ン
パ
ク
ト・プ
ラ
ス・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
く

も
の
で
、「
都
市
機
能
誘
導
区
域
」
や
「
居

住
誘
導
区
域
」
の
外
に
生
活
に
必
要
な
施

設
や
住
宅
を
作
る
こ
と
を
規
制
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
生
活
サ
ー
ビ
ス
の
機

能
性
や
利
便
性
を
高
め
る
こ
と
で
、
自
然

に
人
が
集
ま
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

立地適正化計画のイメージ

次回は令和６年６月号
に掲載予定です。
計画の策定の詳細は、
町ホームページをご覧
ください。

いいちゃんバス(病院線)



いいじま未来飛行 6

マイナンバーカードマイナンバーカードをお持ちの方は、をお持ちの方は、

マイナポータルマイナポータルからから転出届転出届をを

オンラインオンラインでで提出できます！提出できます！
問 住民税務課 住民係

マイナポータルを利用すれば…

ステップ１ マイナポータルへアクセス

ステップ２

ステップ３

届出情報等の入力

電子署名＆送信

手続き完了
□ �市区町村窓口から入力内容の不備等による連絡があった場合は、その内容に従って

対応してください。
□ �マイナポータルから転出届の提出を行った後は、各種案内に沿って、引越し先の市区

町村窓口で転入届等の手続を行ってください。

手続きの流れ

準備するもの
□ 電子証明書が有効なマイナンバーカード
　（暗証番号が必要になります）
□ マイナポータルにアクセスする端末
　（スマートフォン・PC）
□ 連絡先電話番号
□ 新しい住所

転出届は、 

マイナポータルから

転入届のため、 引っ越し先の役所へ

これまでの住所の 
市区町村窓口

オンライン※で 
転出届を提出

※�届け出内容に不備がある場合等、来庁
が必要となる場合があります。

対面で 
転入届を提出

引っ越し先の 
市区町村窓口

引っ越し先の
窓口だけに 
行けばＯＫ♪

マイナポータルへの 
アクセスはこちら▶

※�ご利用には別途マイナポータルア
プリのダウンロードが必要です。

詳しくは、デジタル庁
ホームページを 
チェック！▶

デジタル庁「引越し手続
オンラインサービス」の
案内ページ



○申請できる方 希望される方（代理による手続も可能）

マイナンバーカードをこれから申請する方も、既にマイナンバーカードを持っている
方も、 顔認証マイナンバーカードを申請・取得することができます。

○取得の方法
マイナンバーカードの申請・交付のための来庁時に併せて手続きができます。
マイナンバーカードを取得済みの方については随時手続きができます。

○顔認証マイナンバーカードで利用できる／できないサービス

顔認証マイナンバーカードのご案内
（暗証番号の設定が不要なカード）

市区町村の窓口で申込
顔認証マイナンバーカード

の交付

※追記欄に「顔認証」と記載されます。
※代理人申請の場合は、回答書に顔認証マイナンバー
カードを希望している旨を記入してください。

顔認証マイナンバーカードとは…
ママイイナナンンババーーカカーードドをを健健康康保保険険証証やや本本人人確確認認書書類類ととししてて利利用用ししたたいいがが、、暗暗証証番番号号のの設設定定

やや管管理理にに不不安安ががああるる方方がが、、安安心心ししててカカーードドをを取取得得しし、、利利用用ででききるるよようう、、本本人人確確認認方方法法をを顔顔認認
証証又又はは目目視視にに限限定定しし、、暗暗証証番番号号のの設設定定をを不不要要ととししたたママイイナナンンババーーカカーードドでですす。。

・健康保険証としての利用（※）
・券面の顔写真や記載事項（氏名、
住所、生年月日、性別等）を用
いた本人確認書類としての利用

※訪問診療等は、令和６年10月以降に対応予定

・マイナポータル
・各種証明書のコンビニ交付
・オンライン診療・オンライン服薬指導
・その他のオンライン手続
などの暗証番号の入力が必要なサービス

利用できるサービス 利用できないサービス

顔認証付きカード
リーダーにマイナン
バーカードを置く

本人確認の方法で
「顔認証」を選ぶ

顔認証マイナンバーカードで
は暗証番号は使えません。

受付完了！同意確認本人確認来院
各種同意事項の
確認・選択

マイナンバーカードを
顔認証付きカードリー
ダーから取り出し、受
付完了同意確認を行う事項

手術情報
特定健診情報
診療・薬剤情報

顔認証マイナンバーカードの医療機関・薬局での使い方

【顔認証】

問 住民税務課住民係

2024.2.20 ◆ No.6287   　
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食生活改善推進協議会は『食
しょっ

改
かい

』と呼ばれ、全国で食育活動を行っています。飯島町では、現在48名の会員が
「私たちの健康は私たちの手で」をスローガンに、自分だけでなく、家庭や地域へ健康の輪を広げていくため
の活動をしています。

いいじまいいじまのの食育食育

でで む健康な体とこころむ健康な体とこころ食 育

問 健康福祉課 保健医療係

飯島町食生活改善推進協議会の食育活動をご紹介します！

● 今月のおすすめレシピ ●

パッククッキングに挑戦！『ごはん』と『簡単！ミネストローネ』

【作り方】―――――――――――――――――――――――　
① �ポリ袋に分量の米と水を入れて混ぜ、ポリ袋の中の空気は 

できるだけ抜いて袋の上部を縛り、30分程度浸漬する。
② �沸騰した湯に入れて、30～40分程度加熱する。
※水分量：軟飯の場合は米の2.5倍、おかゆの場合は５倍にしてください。
――――――――――――――――――――――――――――

【材料】
・米(無洗米)� �����80ℊ
・水…… 	120ml(米の1.5倍)
・耐熱性のポリ袋��� １枚

いいちゃん「いい食」キャラバンいいちゃん「いい食」キャラバン

こうじを使った料理教室こうじを使った料理教室 平時から備える『パッククッキング』平時から備える『パッククッキング』

親子親子のの食育教室食育教室

園児、小学生の親子15組が参加し、おにぎりや

いわし缶を使ったハンバーグを作りました。
今年度は食育かるたの制作をしています。

完成後は、保育園に寄贈する予定です。

飯島町でも昔から食べられている『こうじ料理』の調

理実習を行いました。今回は塩こうじを使いました。

災害時にも活用できるパッククッキングの実習

を行いました。

【作り方】―――――――――――――――――――――――　
① �ハムやベーコンは適当な大きさに切る。
② �ポリ袋に材料を全て入れて混ぜる。
③ �ポリ袋の中の空気はできるだけ抜いて袋の上部を縛り、 

沸騰した湯に入れて、30～40分程度加熱する。
――――――――――――――――――――――――――――――――――

【材料】
・カットトマト�� １パック
・ミックスビーンズ�� １缶
・ハムまたはベーコン
　……１パック(なくても可)
・耐熱性のポリ袋��� １枚

ごはん

簡単！ 
ミネストローネ



国民健康保険加入中に妊娠された方は、

一定期間保険額が減額されます！

�令和６年１月から子育て世代の負担軽減・次世代育成支援のため、

保険額の減額制度が始まりました。

対象となる方・受付期間

・令和５年11月１日以降の出産予定となる国民健康保険被保険加入者が対象です。

　妊娠85日(４か月)以上の出産が対象です（死産、流産、早産および人工妊娠中絶の場合も含みます）。

・出産予定日の６か月前から届け出ができます。出産後の届け出も可能です。

届け出に必要な書類

①国民健康保険税 出産期間 課税免除届（役場でご用意しています。）

②母子健康手帳
※出産後に届け出を行う場合は、親子関係を明らかにする書類が必要です。

国民健康保険額の減額方法

その年度に納める保険額の所得割額と均等割額から、出産予定月(または出産月)の前月か

ら出産予定月(または出産月)の翌々月(以下「産前産後期間」といいます。)相当分が減額

されます。
３か月前 ２か月前 １か月前 １か月後 ２か月後 ３か月後

単胎の方 出産予定日

多胎の方 出産予定日

①単胎妊娠の方は、産前産後期間相当分の所得割保険額と均等割保険額が年額から４か月減額されます。

②多胎妊娠の方は、６か月相当分が減額されます。

◇�ただし令和５年度は、産前産後期間のうち、制度開始となる令和６年１月以降の期間の

分だけ、保険額が減額されます。
令和５年８月 ９月 10月 11月 12月 令和６年１月 ２月

【参考例】 出産

◇�次の課税免除届を提出していただき、保険額が過納付となった場合、保険額を還付します。

※�令和５年11月に出産した場合、令和６年１月相当分のみ保険額が減額されます。 

令和６年１月より前の期間については減額の対象とはなりません。

届け出先

飯島町役場 健康福祉課 保健医療係　☎0265-86-3111(代表)

保険額についてのお問合せ先

飯島町役場 住民税務課 税務係　　☎0265-86-3111(代表)

2024.2.20 ◆ No.6289   　
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あ
な
た
の
商
品
を
ふ
る
さ
と
納
税
の 

返
礼
品
に
し
て
み
ま
せ
ん
か

返
礼
品

問 

地
域
創
造
課 

地
域
係

町
で
は
、
全
国
か
ら
い
た
だ
い
た
『
ふ
る
さ
と
い
い
じ
ま
応
援
寄
附
金
』
に
対
し
、

贈
呈
す
る
特
産
品(
返
礼
品)

の
提
供
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
事
業
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

■
対
象
事
業
者

　

町
内
の
事
業
者

■
寄
附
実
績

　

令
和
４
年
度　

５
０
５
１
件　

　

令
和
５
年
度　

６
９
２
９
件

　

※
令
和
５
年
度
は
、
令
和
６
年
２
月
６
日
時
点

■
返
礼
品
に
で
き
る
も
の

　

町
内
で
生
産
ま
た
は
加
工
さ
れ
た
商

品
・
飯
島
町
な
ら
で
は
の
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
体
験　

等

○�
総
務
省
が
定
め
る
基
準
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○�

期
間
限
定
の
提
供
や
生
産
数
の
少
な

い
商
品
へ
の
対
応
も
可
能
で
す
。

■
そ
の
他

・�

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
等
へ
の
掲
載
に
係

る
手
数
料
や
返
礼
品
の
送
料
は
町
が

負
担
し
ま
す
。

・�

配
送
業
者
の
指
定
は
で
き
ま
せ
ん
。

・�

商
品
の
不
備
等
に
よ
る
返
品
・
交
換

に
係
る
費
用
は
事
業
者
負
担
と
な
り

ま
す
。

・�

受
け
付
け
後
、
提
供
不
可
と
な
ら
な

い
よ
う
在
庫
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い 

町
長
懇
談
室
を
開
設
し
ま
し
た

懇
談
室

問 

総
務
課 

秘
書
広
報
係

　

唐
澤
町
長
公
約
新
規
事
業
の
第
１
号

と
な
る
「
町
長
懇
談
室
」
を
１
月
17
日

(

水)

に
開
設
し
ま
し
た
。

　

場
所
は
、
飯
島
町
役
場
１
階
フ
ロ
ア

の
防
災
図
書
室
を
兼
用
で
使
用
し
ま
す
。

元
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、

町
民
の
皆
さ
ん
が
役
場
に
お
立
ち
寄
り

の
際
、
町
長
と
身
近
に
話
が
で
き
る
よ

う
に
１
階
の
姿
が
見
え
る
場
所
に
設
置

し
ま
し
た
。

　

日
頃
、
多
く
の
公
務
に
従
事
す
る
町

長
で
す
の
で
、
開
設
時
間
は
不
定
期
と

な
り
ま
す
。
町
長
の
顔
が
見
え
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

町長懇談室の開設中は、看板に「在

席」と表示しています。

正面玄関から進む

と見えるガラス張

りの部屋が町長懇

談室です。

■ふるさと納税の流れ

　①�ふるさと納税の受け付け (寄附者→町)

　②�返礼品の発注 (町→事業者)

　③�返礼品の発送 (事業者→寄附者)

　④�返礼品の代金請求 (事業者→町)

　⑤�支払い (町→事業者)
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小
学
生
「
税
に
つ
い
て
」の
書
道 

作
品
入
賞
者

　

令
和
５
年
小
学
生
税
に
つ
い
て
の
書
道
（
伊

那
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
主
催
）に
町
内
小
学
校

か
ら
計
１
４
９
点
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

応
募
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
次
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
、
飯

島
小
学
校(

写
真
上)

と
七
久
保
小
学
校(

写
真

下)

で
そ
れ
ぞ
れ
授
賞
式
を
行
い
ま
し
た
。

コンクールで コンクールで 
表彰された皆さんを表彰された皆さんを

ご紹介しますご紹介します

上
伊
那
租
税
教
育
推
進
連
絡
協
議
会

上
伊
那
租
税
教
育
推
進
連
絡
協
議
会  

会
長
賞

会
長
賞

　

小こ

林
ば
や
し

み
く
り 

さ
ん
（
飯
島
小
学
校
）

　

倉く
ら

澤さ
わ　

明あ

惟い 

さ
ん
（
飯
島
小
学
校
）

　

竹た
け

澤ざ
わ

ひ
な
の 

さ
ん
（
七
久
保
小
学
校
）

町町  

表表  

彰彰

◇
金
賞

　

北き
た

原は
ら　

綾あ
や

乃の 

さ
ん 

（
飯
島
小
学
校
）

　

小こ

林
ば
や
し　

優ゆ

月づ
き 

さ
ん
（
飯
島
小
学
校
）　

　

林
は
や
し

田だ　

茉ま

桜お 

さ
ん
（
飯
島
小
学
校
）　

　

森も
り

岡お
か　

和か
ず

哉や 

さ
ん
（
飯
島
小
学
校
）

　

古ふ
る

田た　

雛ひ
な

タた 

さ
ん
（
飯
島
小
学
校
）

　

森も
り

本も
と　

紅く
れ

羽は 

さ
ん
（
飯
島
小
学
校
）

　

岩い
わ

田た　

紗さ

奈な 

さ
ん
（
七
久
保
小
学
校
）

◇
銀
賞

　

桃も
も

澤ざ
わ　

一い
ち

歩ほ 

さ
ん
（
飯
島
小
学
校
）　

　

北き
た

原は
ら　

瑠る

七な 

さ
ん
（
飯
島
小
学
校
）　

　

小こ

林
ば
や
し

怜れ

未み

奈な 

さ
ん
（
飯
島
小
学
校
）　

　

下し
も

島じ
ま　

寛か
ん

太た 

さ
ん
（
飯
島
小
学
校
）　

　

武た
け

田だ

友ゆ

里り

子こ 

さ
ん
（
飯
島
小
学
校
）　

　

堀ほ
り

内う
ち　

奏そ
う

汰た 

さ
ん
（
飯
島
小
学
校
）

　

鈴す
ず

木き　

一い
ち

花か 

さ
ん
（
七
久
保
小
学
校
）

　

※
掲
載
は
順
不
同
で
す
。

問 住民税務課 税務係

飯
島
町
感
謝
状

　

ふ
る
さ
と
大
使　

　
　
　

圓ま
る

山や
ま　

武
た
け
し 

さ
ん
（
奈
良
県
生
駒
市
）

　

圓
山
さ
ん
は
平
成
12
年
か
ら
の
長
き
に
わ
た
っ
て
飯
島
町
の
ふ
る
さ
と
大
使
を

務
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
、
ご
高
齢
と
い
う
こ
と
で
申
し
出
が
あ
り
、
令

和
５
年
10
月
を
も
っ
て
ふ
る
さ
と
大
使
を
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

飯
島
町
南
町
出
身
で
あ
る
圓
山
さ
ん
は
、
関
西
に
移
り
住
ん
で
以
来
、
故
郷
を

想
い
社
名
に
イ
ナ
と
名
付
け
た
「
株
式
会
社
イ
ナ
・
オ
プ
テ
ィ
カ
」
を
設
立
さ
れ

た
一
方
、
長
ら
く
近
畿
長
野
県
人
会
に
お
い
て
副
会
長
を
務
め
ら
れ
、
総
会
の
際

な
ど
に
は
飯
島
町
の
特
産
品
や
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
町
の
紹
介
を
し
、
魅
力
発

信
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
大
使
交
流
会
に
出
席

さ
れ
た
際
に
は
、
町
の
進
む
べ
き
方
向
等

の
指
南
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か

に
も
役
場
職
員
の
研
修
で
教
鞭
を
と
る
な

ど
活
躍
さ
れ
、
幅
広
い
分
野
で
飯
島
町
の

発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

長
年
の
活
躍
に
対
し
、
感
謝
状
を
お
送

り
し
ま
し
た
。
圓
山
さ
ん
は
、「
飯
島
町

の
事
が
大
好
き
。
こ
れ
か
ら
も
飯
島
町
の

た
め
に
で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
い
き
た
い

で
す
。」
と
笑
顔
で
語
ら
れ
ま
し
た
。

(

写
真
右
か
ら
２
番
目
が
圓
山
武
さ
ん
。
町
長

が
感
謝
状
を
手
渡
し
、
ご
家
族
と
写
真
撮
影
を

し
ま
し
た
。)



いいじま未来飛行 12

毎
年
１
月
26
日
は
文
化
財
防
火
デ
ー 

飯
島
陣
屋 

防
災
訓
練

　

１
月
26
日
、
飯
島
町
歴
史
民
俗
資
料
館
・

飯
島
陣
屋
で
文
化
財
防
火
デ
ー
に
合
わ
せ
て

防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

飯
島
陣
屋
の
管
理
を
行
っ
て
い
る
飯
島
陣

屋
友
の
会
の
会
員
を
中
心
に
、
来
館
者
の
避

難
誘
導
や
火
災
の
通
報
な
ど
の
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。
通
報
訓
練
の
後
に
は
放
水
訓
練

も
行
わ
れ
、
文
化
財
防
火
に
つ
い
て
の
意
識

を
高
め
ま
し
た
。

１~２１~２月月のの
できごとできごと

４
年
ぶ
り
に
保
育
園
児
も
行
進
！ 

飯
島
町
消
防
団 

出
初
式

　

１
月
７
日
、
飯
島
町
消
防
団
の
出
初
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
町
内
行
進
に
は
、
４
年
ぶ

り
に
町
内
保
育
園
の
年
長
児
の
有
志
20
人
ほ

ど
が
参
加
し
、
多
く
の
観
客
が
見
守
る
中
を

団
員
と
一
緒
に
力
強
く
行
進
し
ま
し
た
。

　

町
内
行
進
の
後
は
、
役
場
東
駐
車
場
周
辺

で
観
閲
が
行
わ
れ
、
来
賓
を
前
に
力
強
い
姿

を
披
露
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
文
化
館
大
ホ
ー
ル
で
式
典
が
行
わ

れ
、
表
彰
状
が
活
躍
し
た
団
員
や
自
治
会
な

ど
へ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ゆ
玉
づ
く
り
＆
絵
馬
に
願
い

事
を
書
初
め
！
開
催

　

１
月
６
日
、
飯
島
町
歴
史
民
俗
資
料
館
・

飯
島
陣
屋
で
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
小
正

月
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ゆ
玉
づ
く
り
や
鬼
木
づ
く
り
の
ほ
か
に
、

初
め
て
の
試
み
と
な
る
絵
馬
へ
の
書
初
め
も

行
わ
れ
ま
し
た
。
絵
馬
へ
新
年
の
抱
負
や
願

い
事
を
心
を
こ
め
て
書
き
入
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
開
館
30
周
年
を
迎
え
る
飯
島
陣
屋
。

10
年
以
上
続
い
て
い
る
超
ビ
ッ
グ
な
書
初
め

の
令
和
６
年
の
文
字
は
「
道
」
で
す
。

　

今
ま
で
歩
ん
で
き
た
道
や
こ
れ
か
ら
進
む

道
を
、
飯
島
陣
屋
へ
来
て
感
じ
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
想
い
の
込
め
ら
れ
た
一
文
字
で
す
。

圧
巻
の
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
書
き
上
げ

ら
れ
た
書
初
め
は
、
役
場
西
庁
舎
入
口
に
展

示
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。
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　１月17日、図書館車のデザ

インを行った横田克年さん(

高遠原)から原画の寄贈をい

ただきました。精巧な切り絵

や可愛らしいイラストは図書

館に順次掲載させていただき

ます。ぜひご覧ください。

　１月１日に発生した「令和

６年能登半島地震」へ飯島町

からも職員が派遣されました。

石川県輪島市での避難所の運

営や羽咋市での下水道調査に

従事しました。今後も継続し

た支援が予定されています。

　毎週日曜日の午前中、七久

保林業センターを会場に外国

の方向けの日本語教室が開催

されています。クリスマス会

なども行われ、地元の方との

交流も行われています。(写

真は12月のクリスマス会)

飯
島
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会 

平
時
か
ら
備
え
る 

パ
ッ
ク
ク
ッ
キ
ン
グ

　

１
月
24
日
、
飯
島
町
保
健
セ
ン
タ
ー
で
飯

島
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
主
催
の
事
業

が
行
わ
れ
、
会
員
や
地
域
の
住
民
が
参
加
し
、

災
害
時
の
限
ら
れ
た
状
況
の
中
で
も
で
き
る

料
理
方
法
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

１
月
１
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
の

話
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
水
道
水
も
使
え
な
い

想
定
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
料

理
を
作
り
ま

し
た
。

　

こ
の
日
の

レ
シ
ピ
の
一

部
は
、
８
頁

で
紹
介
し
て

い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

野
球
し
よ
う
ぜ
！ 

大
谷
選
手
寄
贈
の
グ
ロ
ー
ブ
披
露

　

大
リ
ー
グ
の
大
谷
翔
平
選
手
が
全
国
約

２
万
校
の
小
学
校
へ
寄
贈
し
た
野
球
グ
ロ
ー

ブ
が
飯
島
町
の
小
学
校
に
も
届
き
ま
し
た
。

　

１
月
９
日
、
飯
島
小
学
校
で
は
３
学
期
の

始
業
式
に
グ
ロ
ー
ブ
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

代
表
し
て
２
人
の
児
童
が
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

を
全
校
児
童
の
前
で
行
い
ま
し
た
。

災
害
へ
の
備
え 

大
規
模
土
砂
災
害
合
同
訓
練

　

１
月
26
日
、
飯
島
町
役
場
で
、
飯
島
町
と

国
や
県
の
関
係
機
関
が
参
加
す
る
合
同
訓
練

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
梅
雨
前
線
に
よ
る
豪

雨
で
同
時
多
発
的
土
砂
災
害
が
発
生
し
た
想

定
の
机
上
訓
練
で
、
緊
迫
し
た
雰
囲
気
の
中
、

そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
で
の
対
応
を
確
認
し
ま
し

た
。

り
ん
り
ん
祭
に
合
わ
せ
て
制
作
さ
れ
た
楽
曲 

「
鈴り

ん

凛り
ん

」
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
撮
影

　

１
月
31
日
、
動
画
に
特
化
し
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

Ｔテ

ィ

ッ

ク

ト

ッ

ク

ｉ
ｋ
Ｔ
ｏ
ｋ
を
中
心
に
活
動
す
る
２
人
組

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
「
お
じ
さ
ん
と
小
娘
」
が
、

り
ん
り
ん
祭
へ
の
出
演
を
き
っ
か
け
に
作
成

し
た
楽
曲
「
鈴
凛
」
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ

デ
オ(

Ｍ
Ｖ)

撮
影
を
飯
島
町
文
化
館
で
行
い

ま
し
た
。
同
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
Ｔ
ｉ
ｋ
Ｔ
ｏ
ｋ

に
は
、
15
万
人
以
上
の
フ
ァ
ン
が
い
る
た
め
、

町
の
Ｐ
Ｒ
に
な

る
こ
と
も
期
待

さ
れ
ま
す
。　

　

撮
影
し
た
Ｍ

Ｖ
は
２
月
下
旬

以
降
に
お
じ
さ

ん
と
小
娘
の
Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

等
で
公
開
さ
れ

る
予
定
で
す
。
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こ　
　
　

 

「
米こ

め

作づ
く

り
」

　
　
紹

し
ょ
う

介か
い

す
る
人ひ

と

　
　
　
　
　
七な

な

久く

保ぼ

小
し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

　
五ご

年ね
ん

見み

上か
み

　
わ
か
乃の

鬼お
に

の
お
面め

ん

製せ
い

作さ
く

　

22
日に

ち

～
24
日に

ち

に
か
け
て
計け

い

４
回か

い

、

「
豆ま

め

ま
き
」
に
向む

け
て
鬼お

に

の
お
面め

ん

作つ
く

り
を
し
ま
し
た
。「
鬼お

に

は
こ
わ

い
！
」
と
い
う
子こ

も
い
ま
し
た

が
、
自じ

分ぶ
ん

で
パ
ー
ツ
を
選え

ら

び
、
の

り
を
付つ

け
て
い
く
う
ち
に
「
お
も

し
ろ
い
か
お
！
」「
か
わ
い
い
か

お
！
」
な
ど
と
言い

っ
て
怖こ

わ

い
の
も

ど
こ
へ
や
ら
。
特と

く

に
４
月が

つ

か
ら
入

に
ゅ
う

園え
ん

す
る
子こ

ど
も
達た

ち

は
自じ

分ぶ
ん

で
作つ

く

る

こ
と
で
子こ

ど
も
ら
し
い
ユ
ニ
ー
ク

な
表

ひ
ょ
う

情
じ
ょ
う

の
お
面め

ん

が
出で

来き

上あ

が
り
ま

し
た
。
い
い
っ
子こ

セ
ン
タ
ー
の
豆ま

め

ま
き
は
２
月が

つ

１
日に

ち

に
行

お
こ
な

わ
れ
ま
す
。

「
鬼お

に

は
そ
と
！
」「
福ふ

く

は
う
ち
！
」

と
豆ま

め

ま
き
ご
っ
こ
を
楽た

の

し
み
、
悪わ

る

い
鬼お

に

を
追お

い
出だ

し
て
、

平へ
い

和わ

で
明あ

か

る
い
春は

る

が

来く

る
こ
と

を
お
願ね

が

い

し
た
い
と

思お
も

い
ま
す
。

親お
や

子こ

リ
ト
ミ
ッ
ク
教

き
ょ
う

室し
つ

　

毎ま
い

月つ
き

１
回か

い

講こ
う

師し

の
先せ

ん

生せ
い

を
招ま

ね

き
、

ベ
ビ
ー
と
キ
ッ
ズ
の
ク
ラ
ス
に
分わ

か
れ
て
行

お
こ
な

っ
て
い
ま
す
。
初は

じ

め
て

参さ
ん

加か

す
る
お
子こ

さ
ん
の
中な

か

に
は
緊き

ん

張
ち
ょ
う

の
表

ひ
ょ
う

情
じ
ょ
う

を
浮う

か
べ
る
子こ

も
い
ま

す
が
、
講こ

う

師し

の
先せ

ん

生せ
い

の
歌う

た

と
ピ
ア

ノ
の
伴ば

ん

奏そ
う

が
始は

じ

ま
る
と
表

ひ
ょ
う

情
じ
ょ
う

が
ほ

ぐ
れ
笑え

顔が
お

に
な
り
、
自し

然ぜ
ん

と
身か

ら

だ体

が
動う

ご

き
出だ

し
ま
す
。
何な

ん

回か
い

も
参さ

ん

加か

し
て
い
る
お
子こ

さ
ん
に
な
る
と
、

始は
じ

ま
る
前ま

え

か
ら
リ
ズ
ム
を
取と

っ
て

動う
ご

き
、
歌う

た

を
口く

ち

ず
さ
ん
で
い
ま
す
。

身か

ら

だ体
を
動う

ご

か
す
楽た

の

し
さ
、
自じ

由ゆ
う

に

表
ひ
ょ
う

現げ
ん

す
る
楽た

の

し
さ
を
味あ

じ

わ
っ
た
り
、

子こ

ど
も
同ど

う

士し

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
場ば

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
季き

節せ
つ

の
製せ

い

作さ
く

も
行

お
こ
な

い
、
今こ

ん

月げ
つ

は
今こ

年と
し

の
干え

支と

で
あ
る
辰た

つ

の
く
る

く
る
凧た

こ

を
作つ

く

り
ま
し
た
。

１
が
つ
の

　
で
き
ご
と
か
ら
…

　

私
わ
た
し

は
、
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
で
取と

り
組く

ん
だ

米こ
め

作づ
く

り
が
心

こ
こ
ろ

に
残の

こ

っ
て
い
ま
す
。
訳わ

け

は
、
最さ

い

初し
ょ

み
ん
な
で
や
っ
た
と
き
は
、
協

き
ょ
う

力
り
ょ
く

す
る
と

い
う
実じ

っ

感か
ん

が
な
く
て
意い

見け
ん

が
割わ

れ
て
し
ま
う

と
き
が
あ
り
ま
し
た
。
け
ど
、
目も

く

的て
き

は
何な

ん

な

の
か
を
一い

ち

か
ら
考

か
ん
が

え
て
一ひ

と

つ
の
目も

く

標
ひ
ょ
う

に
向む

か

っ
て
協

き
ょ
う

力
り
ょ
く

し
ま
し
た
。
す
る
と
、
前ま

え

よ
り
も

米こ
め

作づ
く

り
が
楽た

の

し
く
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

み
ん
な
で
お
米こ

め

を
食た

べ
た
と
き
は
と
て
も
美お

味い

し
か
っ
た
で
す
。
一ひ

と

つ
の
目も

く

標
ひ
ょ
う

に
進す

す

ん
だ

か
ら
こ
そ
美お

味い

し
く
で
き
た
の
だ
な
と
思お

も

い

ま
し
た
。

　

み
ん
な
で
目も

く

的て
き

に
進す

す

ん
で
協

き
ょ
う

力
り
ょ
く

す
る
こ
と

は
す
ご
い
こ
と
だ
と
感か

ん

じ
ま
し
た
。

【
原げ

ん

文ぶ
ん

の
ま
ま
掲け

い

載さ
い

し
て
い
ま
す
】
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ひまわりっこひまわりっこ

飯
いい

島
じま

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

　三
さん

年
ねん

二
に

組
くみ

　矢
や

澤
ざわ

 明
あす

香
か

　私
わたし

が思
おも

い描
えが

く町
まち

は、「花
はな

が人
ひと

を繋
つな

ぐ町
まち

」

です。私
わたし

達
たち

三
さん

学
がく

年
ねん

は、総
そう

合
ごう

の授
じゅ

業
ぎょう

で町
まち

の花
はな

の魅
み

力
りょく

を伝
つた

えていく活
かつ

動
どう

をしました。私
わたし

は、

花
はな

植
う

え班
はん

で活
かつ

動
どう

していました。飯
いい

島
じま

駅
えき

前
まえ

に

花
はな

を植
う

えたプランターで町
まち

を明
あか

るくしよう

と考
かんが

えました。その活
かつ

動
どう

を通
とお

してただ町
まち

を

明
あか

るくするだけではないことに気
き

づきまし

た。作
さ

業
ぎょう

中
ちゅう

に地
ち

域
いき

の人
ひと

に声
こえ

をかけられたり、

関
かか

わりの少
すく

ない役
やく

場
ば

の方
かた

に設
せっ

置
ち

許
きょ

可
か

をいた

だいたりしました。この経
けい

験
けん

を通
とお

して、花
はな

で人
ひと

と人
ひと

が繋
つな

がることができ、その大
たい

切
せつ

さ

を知
し

ることができました。私
わたし

は、もっと地
ち

域
いき

の人
ひと

が花
はな

と関
かか

わる機
き

会
かい

を作
つく

ることで普
ふ

段
だん

関
かか

わりの無
な

い人
ひと

との交
こう

流
りゅう

にもなり、町
まち

自
じ

体
たい

が明
あか

るくなると思
おも

います。すぐにできるこ

とでは無
な

いですが、生
せい

徒
と

会
かい

に活
かつ

動
どう

をひきつ

いだこともあり少
すこ

しずつ機
き

会
かい

が増
ふ

えていっ

たらいいなと思
おも

います。

【原
げん

文
ぶん

のまま掲
けい

載
さい

しています】

飯
いい

島
じま

東
とう

部
ぶ

保
ほ

育
いく

園
えん

の年
ねんちょう

長さんたち

「大
おお

きくなったら

　　　　　　　　何
なに

になりたい？」

 飯
いい

島
じま

小
しょう

学
がっ

校
こう

  　事
じ

務
む

職
しょく

員
いん

　　 吉
よし

川
かわ

 拓
たく

登
と

 先
せんせい

生

今
こ と し

年４月
がつ

、飯
いい

山
やま

市
し

立
りつ

常
と き わ

磐小
しょう

学
がっ

校
こう

から飯
いい

島
じま

小
しょう

学
がっ

校
こう

へ。駒
こま

ヶ
が

根
ね

市
し

出
しゅっ

身
しん

・在
ざい

住
じゅう

。

Ｑ．好
す

きな食
た

べ物
もの

は？　Ａ．カレー、いちご

Ｑ．趣
しゅ

味
み

・特
とく

技
ぎ

は？　　Ａ．スノボー、日
にち

ハムの応
おう

援
えん

Ｑ．モットーは？　　　Ａ．感
かん

謝
しゃ

の気
き

持
も

ちを常
つね

にもつ

Ｑ．町
まち

や学
がっ

校
こう

の印
いん

象
しょう

は？　

Ａ．学
がっ

校
こう

を含
ふく

む町
まち

全
ぜん

体
たい

がパワフル。

Ｑ．先
せん

生
せい

になったきっかけは？

Ａ．学
がっ

校
こう

という場
ば

所
しょ

で働
はたら

いてみたいと思
おも

った。

Ｑ．今
いま

、はまっていることは？

Ａ．セブンのヘーゼルナッツアイス

Ｑ．最
さい

近
きん

、嬉
うれ

しかったことは？

Ａ．家
か

族
ぞく

が増
ふ

えそうです。

Ｑ．夢
ゆめ

・目
もく

標
ひょう

は？

Ａ．宝
たから

くじ１等
とう

を当
あ

てたい！！

Ｑ．飯
いい

島
じま

町
まち

の皆
みな

さんへ一
ひと

言
こと

お願
ねが

いします！

Ａ．�早
はや

いもので飯
いい

小
しょう

にきて、もうすぐ１年
ねん

が経
た

ちます。

これからも頑
がん

張
ば

ります。よろしくお願
ねが

いします。

セーラームーンセーラームーン

プリキュアプリキュア ウルトラマン ウルトラマン 
ブレーザーブレーザー

おおたにせんしゅおおたにせんしゅメイクやさんメイクやさん

トロピカル～ジュ! トロピカル～ジュ! 
プリキュアプリキュア
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３
月
の
テ
ー
マ

１ 

選
ば
れ
た
作
品
を
読
ん
で
み
よ
う

　

　 

～
２
０
２
３
年
受
賞
作
～

　

第
１
７
０
回
直
木
賞
受
賞
作
『
八
月
の

御
所
グ
ラ
ウ
ン
ド
』（
万
城
目
学
・
著
）、『
と

も
ぐ
い
』（
川
﨑
秋
子
・
著
）
芥
川
賞
受
賞

作
『
東
京
都
同
情
塔
』（
九
段
理
江
・
著
）、

本
屋
大
賞
『
汝
、星
の
ご
と
く
』（
凪
良
ゆ
う
・

著
）
を
は
じ
め
ミ
ス
テ
リ
ー
や
児
童
文
学
な

ど
、
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
お
読
み
く
だ
さ
い
。

２ 

新
生
活
を
応
援
し
ま
す

　
～
進
級
・
進
学
・
就
職
の
準
備
を
始
め
よ
う
～

　

卒
業
と
い
う
巣
立
ち
、
そ
し
て
新
た
な

出
発
と
い
う
旅
立
の
季
節
で
す
。
大
き
な

期
待
と
少
し
の
不
安
を
感
じ
る
そ
ん
な
時

で
す
。
進
学
・
就
職
に
向
け
た
準
備
は
お

済
み
で
す
か
。
そ
ん
な
皆
さ
ん
の
た
め
に

役
立
つ
一
冊
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

３
月が

つ(

弥や
よ
い生)

み
ん
な
の

図
書
館

新
着
本
情
報

新
着
本
情
報

『
木
に
と
ま
り
た
か
っ
た
木
の
は
な
し
』

　
黒
柳 

徹
子
・
作

　
武
井 

武
雄
・
絵

　

み
な
さ
ん
だ
っ
て
、
木
に
と
ま
っ
て
み

た
い
と
お
も
う
で
し
ょ
。
こ
れ
は
、
木
の

ぼ
り
が
好
き
で
、
木
に
と
ま
っ
て
み
た
い

と 

お
も
っ
て
い
る 

女
の
人
が
つ
く
っ
た　

お
は
な
し
で
す
。

 

（
黒
柳
徹
子
・
談
）
こ
れ
は
私
の
初
め
て

の
絵
本
で
す
。
小
さ
い
時
か
ら
木
の
ぼ
り

が
好
き
で
、
よ
く
木
の
上
で
遠
く
を
見
な

が
ら
、
ま
だ
行
っ
た
こ
と
も
、
見
た
こ
と

も
な
い
国
の
こ
と
を
想
像
し
て
何
時
間
も

過
ご
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
わ
け
で
、
お
世

話
に
な
っ
た
木
に
も
、
い
ろ
ん
な
も
の
を

見
せ
て
あ
げ
た
い
、
と
思
っ
た
の
で
し
た
。

お
知
ら
せ

☆��

図
書
館
車
の
原
画
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

　

稼
働
を
始
め
て
１
年
余
り
経
っ
た
図
書

館
車
で
す
。
素
敵
な
絵
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ

た
図
書
館
車
が
来
る
の
を
子
ど
も
た
ち
は

楽
し
み
に
待
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
び
、
そ
の
図
書
館
車
を
デ
ザ
イ
ン
し
て

い
た
だ
い
た
横よ

こ

田た

克か
つ

年と
し

さ
ん
に
、
原
画
を

寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

準
備
が
で
き
次
第
、
図
書
館
内
に
飾
っ

て
い
く
予
定
で
す
の
で
、
来
館
の
際
に
ご

覧
く
だ
さ
い
。

国
ス
ポ
競
技
に
触
れ
て
み
よ
う
！

　

２
０
２
８
年
に
長
野
県
で
開
催
さ
れ
る

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
「
信
州
や
ま
な
み
国

ス
ポ
」
へ
向
け
、
ホ
ッ
ケ
ー
・
銃
剣
道
・
ス

ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
の
体
験
会
を
行
い
ま
す
。

　

実
は
飯
島
町
と
、
こ
の
３
競
技
の
関
わ

り
は
深
い
の
で
す
！

☆
ホ
ッ
ケ
ー 

→ 

国
ス
ポ
会
場
が
飯
島
町

☆
銃
剣
道 

→ 

長
野
県
本
部
が
飯
島
町

☆�

ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ 

→ 

長
野
県
協

会
の
飯
島
支
部
が
あ
り
ま
す
！

　

体
験
会
は
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ

け
ま
す
。
実
は
身
近
に
あ
っ
た
ス
ポ
ー
ツ

に
今
回
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？
詳
し
く
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
剣
の
達
人
に
な
ろ
う
】

【
剣
の
達
人
に
な
ろ
う
】（
参
加
無
料
）

（
銃
剣
道
・
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
体
験
）

■
日
時　

３
月
16
日(

土)

　
　
　

  

午
前
８
時
30
分
～

■
会
場　

飯
島
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

【
ホ
ッ
ケ
ー
で
あ
そ
ぼ
】

【
ホ
ッ
ケ
ー
で
あ
そ
ぼ
】（
参
加
無
料
）

■
日
時　

３
月
16
日(

土)

　
　
　

  

午
後
０
時
30
分
～

■
会
場　

�

駒
ヶ
根
市
ふ
る
さ
と
の
丘
ア
ル

プ
ス
ド
ー
ム

【
国
ス
ポ
競
技
体
験
会
共
通
事
項
】

■
事
前
申
し
込
み　

３
月
14
日(

木)

スケジュール
◆絵本とあそぶつどい
　日時：３月３日(日)
　　　　午前10時30分～
　場所：こどものひろば

◆おはなしの森
　日時：３月10日(日)
　　　　午前10時30分～
　場所：こどものひろば

◆３月休館日
　４日、11日、18日、
　21日、25日
☆�毎月11日は、「いいち
ゃん読書デー」です！

※�

当
日
参
加
も
大
歓
迎
で
す
が
、
お
お
よ

そ
の
人
数
把
握
の
た
め
、
事
前
申
し
込

み
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
お
問
合
せ

　

教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
係 

内
線
632

Ｏ
Ｂ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦 

新
チ
ー
ム
募
集
の
お
知
ら
せ

　

飯
島
町
Ｏ
Ｂ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
議
会
で

は
、
令
和
６
年
度
Ｏ
Ｂ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ

ー
グ
戦
に
参
加
す
る
新
チ
ー
ム
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

■
リ
ー
グ
戦
期
間　

５
月
～
10
月
頃

■
試
合
時
間

　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
45
分
頃
ま
で

■
会
場　
　
　

飯
島
運
動
場 

ほ
か

■
申
込
締
切　

３
月
８
日(

金)

■
申
込
先　
　

飯
島
町
教
育
委
員
会

■
参
加
資
格

　

町
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
18
歳
以

上
の
男
子
ま
た
は
女
子
に
よ
る
チ
ー
ム 

 (�

た
だ
し
、
35
歳
未
満
男
子
の
試
合
出
場

枠
は
３
人
ま
で)

■
申
し
込
み
・
お
問
合
せ

　

教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
係 

内
線
632

申し込みフォーム
（ながの電子申請）

町ホームページ
（体験会の詳細）
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１月の戸籍

　
短
　
歌

寒さ
む

空ぞ
ら

の
西
の
山
脈
後
光
射さ

す

　

被
災
地
能
登
の
命
を
祈
る

織
田
信
行

富
士
山
の
大
沢
崩く

ず

れ
に
並
ぶ
と
い
う

　

百
ひ
ゃ
く

間け
ん

ナ
ギ
を
の
ぞ
き
見
い
る

市
村
通
泰

振
り
返
り
手
を
振
る
孫
は
帰
り
行
く

　

後
姿
を
頼
も
し
と
見
ゆ

桃
澤
美
寿
々

思
ひ
出
す
歳く

末れ

に
は
下
駄
を
買
ひ
貰
ひ

　

新
年
に
履
く
子
供
の
頃
を

上
前　

守

た
そ
が
れ
る
赤
石
岳
を
朱
に
染
め
て

　

寒
さ
に
耐
え
て
登
る
人
あ
り

鳳
来
山
人

　
俳

　
句

　

お
正
月
ネ
イ
ル
輝
く
都
会
っ
子

上
原
弘
子

筆
ペ
ン
の
バ
ト
ン
リ
レ
ー
や
福
達
磨笠

原
由
啓

年
の
瀬
や
第
九
メ
ロ
デ
ィ
ー
確
と
聞
く

久
保
田
省
吾

手
作
り
の
蒸
し
饅
頭
の
和
の
広
ぐ

北
澤
寿
美

白
障
子
庭
木
の
影
の
や
わ
ら
か
し

片
桐
千
代

　　　ご冥福をお祈りします

　米
よね

山
やま

　典
のり

子
こ

さん　95歳（高遠原）

　中
なか

塚
つか

　久
ひさ

雄
お

さん　83歳（北町）

　中
なか

村
むら

　良
よし

江
え

さん　94歳（南割）

　山
やま

口
ぐち

　利
とし

男
お

さん　97歳（北街道）

　久
く

保
ぼ

田
た

　修
おさむ

さん　75歳（柏木）

　丸
まる

山
やま

　富
とみ

子
こ

さん　92歳（新田）

　髙
こう

坂
さか

トミエさん　90歳（本郷第六）

　中
なか

島
じま

　淑
よし

雄
お

さん　91歳（本郷第四）

　片
かた

桐
ぎり

　賢
けん

一
いち

さん　93歳（新田）

　小
こ

林
ばやし

はつ子
こ

さん　80歳（南割）

　鎌
かま

倉
くら

　恒
つね

子
こ

さん　95歳（高遠原）

※掲載の承諾を頂いた方のみ 
掲載しています。

飯
島
陣
屋
の
梅
の
花 

が
咲
い
て
い
ま
す
ね
！

　
飯
島
陣
屋
の
入
口
に
紅
白
の

梅
が
あ
り
、
向
か
っ
て
左
側
が

紅
い
梅
、
右
側
が
白
い
梅
と
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
紅
梅
の
花

が
、
１
月
下
旬
頃
か
ら
咲
き
始

め
ま
し
た
。
２
月
に
入
っ
て
雪

が
降
り
、
紅
い
梅
と
の
グ
ラ
デ

ー
シ
ョ
ン
が
、
と
て
も
き
れ
い

で
し
た
ね
。
白
梅
が
咲
く
の
は

３
月
の
中
下
旬
の
頃
に
な
り
、

咲
く
時
期
が
異
な
り
ま
す
。

ど
う
し
て
梅
の
花
が 

植
え
ら
れ
た
の
で
す
か
？

　
紅
白
で
縁
起
が
良
い
と
い
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
飯
島
陣

屋
は
駿
府
の
紺
屋
町
陣
屋
の
出

張
陣
屋
で
あ
っ
た
た
め
、
代
官

が
行
っ
た
り
来
た
り
し
て
い
ま

し
た
。
文
化
８
年
、
代
官
の
小

野
田
三
郎
右
衛
門
が
、
飯
島
陣

屋
か
ら
駿
府
の
紺
屋
町
陣
屋
へ

帰
る
と
き
の
古
文
書
が
残
っ
て

い
て
、
そ
の
行
列
を
再
現
す
る

こ
と
で
平
成
５
年
に
代
官
行
列

を
楽
し
む
会
が
で
き
ま
し
た
。　

　
平
成
８
年
に
は
、
静
岡
市
の

静
岡
ま
つ
り
に
出
演
し
た
こ
と

も
あ
り
、
私
も
市
内
を
代
官
行

列
で
練
り
歩
き
ま
し
た
。
そ
の

時
の
小
野
田
三
郎
右
衛
門
の
家

紋
が
、
尻
合
わ
せ
三
つ
梅
家
紋

と
い
い
、
梅
が
三
つ
合
わ
さ
っ

た
家
紋
で
す
。
梅
に
ち
な
ん
で

い
る
の
で
梅
を
植
え
た
の
で
は

な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
昔
か
ら
の
こ
と
わ
ざ
で
、「
梅

干
し
は
そ
の
日
の
難
逃
れ
」
と

町
誌
に
出
て
き
ま
す
。
朝
に
梅

干
し
を
食
べ
る
と
、
そ
の
日
の

一
日
の
悪
い
で
き
こ
と
が
な
く
、

病
気
が
な
く
過
ご
せ
る
と
い
う

意
味
で
す
。
梅
は
ク
エ
ン
酸
が

あ
り
、
身
体
に
非
常
に
良
い
の

で
、
毎
朝
梅
干
し
を
食
べ
る
と

い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
夏

場
は
夏
バ
テ
の
疲
労
回
復
効
果

に
良
い
で
す
ね
。
ち
な
み
に
難

が
去
る
と
い
う
こ
と
で
７
月
30

日
は
梅
干
し
の
日
だ
そ
う
で
す

よ
。

明
日
か
ら
早
速
梅
干
し 

を
食
べ
て
み
ま
す
！

唐澤隆 
町長 
コラム

２月号のコラムは「梅」のおはなし
　　ご結婚おめでとう

　松
まつ

井
い

　彰
あき

紀
のり

さん　　（赤坂）

　井
い

口
ぐち

　未
み

悠
ゆう

さん　  (赤坂）
♡
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飯島町交通死亡事故ゼロ1,000日達成まで あと197日（令和５年１月31日時点）

３３
月月

春
の
火
災
予
防
運
動

春
の
火
災
予
防
運
動

　

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
空
気
が
乾

燥
し
、
風
が
強
く
な
り
、
火
災
が

発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
運
動
を
機
会
に
、
住
宅
用
消

火
器
の
使
い
方
の
確
認
や
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
点
検
を
行
い
、
一

層
の
火
災
発
生
防
止
に
努
め
ま
し

ょ
う
。

■
実
施
期
間

　

３
月
１
日(

金)

～
７
日(

木)

■
お
問
合
せ

　

伊
南
南
消
防
署

　

☎
０
２
６
５-

８
９-

１
１
１
９

　

総
務
課 

危
機
管
理
係 

内
線
218

令
和
６
年
度

令
和
６
年
度  

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

　

地
震
に
よ
る
木
造
住
宅
の
倒
壊

被
害
を
防
ぐ
た
め
、
専
門
家
に
よ

る
無
料
の
耐
震
診
断
を
実
施
し
ま

す
。

　

診
断
の
結
果
、
評
点
が
１
・
０

未
満
の
場
合
は
、
耐
震
補
強
工
事

に
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
が
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

■
診
断
の
対
象
と
な
る
住
宅

　

次
の
(1)
～
(4)
全
て
の
項
目
に
該

当
す
る
一
戸
建
て
の
住
宅

(1)�
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
住
宅

(2)�
木
造
在
来
工
法
の
個
人
所
有
の

住
宅

(3)�
増
築
部
分
が
２
分
の
１
以
内
の

住
宅

(4)�
平
成
17
年
６
月
以
降
に
増
改
築

し
て
い
な
い
住
宅

■
診
断
時
期

　

令
和
６
年
７
月
頃

■
診
断
件
数

　

５
件
（
先
着
順
）

■
お
問
合
せ
・
申
請
先

　

建
設
水
道
課 

調
査
計
画
係 

内
線
147

一
緒
に
地
域
の
子
育
て
支
援
体
制
に

つ
い
て
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

し
ま
す
。(

参
加
無
料
・
申
込
不
要)

■
日
時

　

３
月
２
日(

土)　

午
後
１
時
～
４
時

（
開
場
は
午
後
０
時
30
分
）

■
会
場

　

�

伊
那
市
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

 (

伊
那
市
西
町
５
８
２
４
番
地
１)

■
内
容

【
基
調
講
演
】

「�

社
会
的
養
護
を
必
要
と
す
る
子

ど
も
た
ち
の
今
」

　

Ｔ
Ｈ
Ｒ
Ｅ
Ｅ 

Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｇ
Ｓ

【
対
談
】

「�

地
域
の
中
で
私
た
ち
が
こ
ど
も

の
た
め
に
で
き
る
こ
と
」

・
Ｔ
Ｈ
Ｒ
Ｅ
Ｅ 

Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｇ
Ｓ

・
諏
訪
・
上
伊
那
地
区
里
親
会
長

　
　

城
村 

義
人 

氏

■
お
問
合
せ

　

飯
田
児
童
相
談
所

　

☎
０
２
６
５-

２
５-

８
３
０
０

防
災
行
政
無
線
操
作
卓
等
改
修

防
災
行
政
無
線
操
作
卓
等
改
修

に
伴
う
通
信
試
験
を
行
い
ま
す

に
伴
う
通
信
試
験
を
行
い
ま
す

　

町
で
は
令
和
６
年
３
月
末
ま
で

に
、
同
報
系
防
災
行
政
無
線
操
作

卓
等
改
修
業
務
を
実
施
し
ま
す
。

　

改
修
に
伴
い
、
次
の
日
程
で
試

験
通
信
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
承
知
く
だ
さ
い
。

■
通
信
試
験
日

　

３
月
14
日(

木)

　

午
後
３
時
～
４
時
頃

■
そ
の
他

　

工
事
の
進
捗
に
よ
り
、
若
干
時

間
が
前
後
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
お
問
合
せ

　

総
務
課 

危
機
管
理
係 

内
線
218

再
就
職
へ
の
近
道

再
就
職
へ
の
近
道  

公
共
職
業
訓
練
受
講
生
募
集

公
共
職
業
訓
練
受
講
生
募
集

　

も
の
づ
く
り
の
仕
事
を
目
指
す

職
業
訓
練
受
講
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

■
募
集
コ
ー
ス(

定
員)

◆
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｎ
Ｃ
技
術
科(

15
人)　
　

◆�

シ
ー
ト
メ
タ
ル
ク
ラ
フ
ト
科

(

12
人)

◆
電
気
設
備
技
術
科(

12
人)

■
訓
練
期
間
【
６
か
月
間
】

　

４
月
３
日(

水)

か
ら

　

９
月
30
日(

月)

ま
で

■
場
所

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
松
本

13日(水)午後３時～５時30分
27日(水)午後５時30分～８時
場所：町長室

町民と町長のほっと懇談会
３月の開催日

総務課 秘書広報係
※�予約申し込みが必要です。

「
宝
く
じ
」
は
地
域
社
会
の

「
宝
く
じ
」
は
地
域
社
会
の  

発
展
な
ど
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す

発
展
な
ど
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す

　

石
曽
根
自
治
会
で
は
、
エ
ア
コ

ン
他
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
備
品
を
宝

く
じ
の
助
成
金
で
整
備
し
ま
し
た
。

　

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
実
施
す
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
助
成
事
業
」
は
、
宝
く
じ
の
社

会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、
宝
く

じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源
と
し

地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
と
住
民

福
祉
の
向
上
を
目
的
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
地
域
活
性
化
の
た

め
の
活
動
が
充
実
し
、
更
な
る
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

■
お
問
合
せ

　

地
域
創
造
課 

地
域
係 

内
線
128

里
親
フ
ォ
ー
ラ
ム

里
親
フ
ォ
ー
ラ
ム  

～
み
ん
な
で
考
え
よ
う

～
み
ん
な
で
考
え
よ
う  

　
　
　
　

子
ど
も
の
こ
と
～

　
　
　
　

子
ど
も
の
こ
と
～

　

児
童
養
護
施
設
出
身
の
視
点
か
ら

社
会
を
考
え
、
新
し
い
未
来
を
作
る

た
め
の
『
声
』
を
発
信
す
る
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
配
信
者
「
Ｔ
Ｈ
Ｒ
Ｅ
Ｅ　

Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｇ
Ｓ
」
と
地
域
の
支
援
者
が
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（
松
本
市
寿
北
７-

１
７-

１
）

■
対
象

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
し
込

み
を
し
て
い
る
方

■
受
講
料　

無
料

※�

テ
キ
ス
ト
代
お
よ
び
作
業
服
代

は
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
那

■
申
し
込
み
期
限

　

３
月
14
日(

木)

■
お
問
合
せ

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
松
本

　

☎
０
２
６
３-

５
８-

３
３
９
２

☆�

施
設
見
学
と
訓
練
体
験
を
行
っ

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

町
民
の
意
見
提
出
手
続

町
民
の
意
見
提
出
手
続  

((

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト))

募
集
募
集

「
飯
島
町
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
こ
こ

ろ
を
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
６(

案)

」
に

対
し
て
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

■
計
画
の
期
間
【
５
年
間
】

　

令
和
６
年
度
～
令
和
10
年
度

■
意
見
提
出
期
限

　

３
月
４
日(

月)
■
計
画
案
の
公
表
・
意
見
提
出
方
法

　

�

教
育
委
員
会
窓
口
ま
た
は
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

■
お
問
合
せ

　

教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
係 

内
線
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手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座  

【
基
礎
編
】
受
講
生
募
集

【
基
礎
編
】
受
講
生
募
集

■
日
時(

第
１
回
目)

　

３
月
21
日(

木)

　

午
後
７
時
30
分
～
９
時
30
分

※�

毎
週
木
曜
日
、
全
43
回
の
講
座

と
な
り
ま
す
。

■
会
場

　

障
が
い
者
セ
ン
タ
ー 

高
砂
園

（
駒
ヶ
根
市
赤
須
東
２-

１
２
）

■
参
加
費　

無
料

※�

テ
キ
ス
ト
代
４
２
９
０
円
と
送

料
が
必
要
で
す
。　

■
募
集
人
数

　

15
人(

応
募
多
数
の
場
合
は
面
接)

■
申
込
期
間

　

２
月
５
日(

月)

か
ら

　

３
月
７
日(

木)

ま
で

  © 段　丹映子　無断転載禁止

 （「ちいさなジェンダー」ほおずき書籍刊

男女共同参画 マンガ男女共同参画 マンガ

親子そろって親子そろって

２月１日現在の

下水道つなぎ込み率
問 建設水道課 水道係

公共下水道飯島地区…84.3%→／公共下水道七久保地区…87.7％→／ 
農業集落排水七久保北部地区…94.5％→／農業集落排水田切南部地区…93.9％→／ 
農業集落排水本郷東部地区…92.2％↑／合併浄化槽地区…83.9％→／合計…86.5％→

■
参
加
資
格

　

次
の
２
つ
の
要
件
を
満
た
す
方

・�

令
和
５
年
度
ま
で
に
手
話
奉
仕

員
養
成
講
座
の
入
門
編
を
終
了

し
た
方

・�

全
過
程
を
受
講
で
き
る
予
定
の

方
■
申
込
方
法

　

�

電
話
ま
た
は
伊
那
市
社
会
福
祉

協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

申
し
込
み
く
だ
さ
い

■
お
問
合
せ

　

伊
那
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
０
２
６
５-

７
３-

２
５
４
４

上
伊
那
８
市
町
村
共
同
実
施
事
業

上
伊
那
８
市
町
村
共
同
実
施
事
業  

耳
の
日
の
つ
ど
い

耳
の
日
の
つ
ど
い

　

３
月
３
日
は
耳
の
日
で
す
。
耳

や
聴
覚
に
対
す
る
関
心
を
高
め
て

も
ら
う
た
め
に
「
み
み
」
の
語
呂

合
わ
せ
に
ち
な
ん
で
、
日
本
耳
鼻

咽
喉
学
会
が
昭
和
31
年
に
設
定
し

ま
し
た
。
上
伊
那
８
市
町
村
で
は
、

聴
覚
に
障
害
が
あ
る
方
々
に
対
す

る
理
解
を
深
め
る
目
的
と
し
て
開

催
し
ま
す
。

■
日
時

　

３
月
９
日(

土)

　

午
前
10
時
～
正
午

■
会
場

　

福
祉
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　

ふ
れ
あ
い
～
な

（
伊
那
市
山
寺
２
９
８
番
地
１
）

■
内
容

〇�

耳
の
聞
こ
え
の
仕
組
み
と
難
聴
・

聞
こ
え
か
ら
脳
を
変
え
る
‼

【
講
師
】

　

伊
那
中
央
病
院 

耳
鼻
咽
喉
科 

　

頭
頸
部
外
科 

医
長 

宮
嶋
宏
樹
氏

〇�

補
聴
器
満
足
度
を
上
げ
る
取
り

組
み
に
つ
い
て

【
講
師
】

　

補
聴
器
専
門
店

　

リ
オ
ネ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
南
信

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
期
間

　

２
月
５
日(

月)

か
ら

　

３
月
４
日(

月)

ま
で

■
申
込
方
法

　

�

電
話
ま
た
は
伊
那
市
社
会
福
祉

協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

　

�

Ｕ
Ｄ
ト
ー
ク
で
の
文
字
通
訳
が

あ
り
ま
す
。

■
お
問
合
せ

　

伊
那
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
０
２
６
５-

７
３-

２
５
４
４

飯島町�
ホームページ
町民の意見提出手続�
意見募集中のページ
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■
持
ち
物

　

�

運
動
の
で
き
る
服
装
、
室
内
用

運
動
靴
、
水
分
、
タ
オ
ル
な
ど

■
申
し
込
み
期
限

　

３
月
15
日(

金)

■
申
し
込
み
方
法

　

�

メ
ー
ル
、
電
話
、
申
し
込
み
フ

ォ
ー
ム

☆�

こ
の
事
業
は
、
健
康
ポ
イ
ン
ト

の
対
象
で
す
。

■
お
申
込
み
・
お
問
合
せ

　

健
康
福
祉
課 

保
健
医
療
係 

内
線
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電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
に

電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
に  

ご
登
録
を
！

ご
登
録
を
！

　

電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
と
は
、

聴
覚
や
発
話
に
困
難
の
あ
る
人
と

き
こ
え
る
人(

聴
覚
障
害
者
等
以

外
の
人)

と
の
会
話
を
通
訳
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
が
「
手
話
」
ま
た
は
「
文

字
」
と
「
音
声
」
を
通
訳
す
る
こ

と
に
よ
り
、
電
話
で
即
時
双
方
向

つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
で
す
。

■
登
録
方
法(

次
の
い
ず
れ
か)

・
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

・
資
料
を
郵
送

※�

詳
細
は
電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
お
問
合
せ

　

�

総
務
大
臣
指
定
電
話
リ
レ
ー
サ

ー
ビ
ス
提
供
機
関

　

�(

一
財)

日
本
財
団
電
話
リ
レ
ー

サ
ー
ビ
ス
カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー

　

受
付
時
間

  

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

　

☎
０
３-

６
２
７
５-

０
９
１
２

【
手
話
・
文
字
チ
ャ
ッ
ト
】

　

https://nftrs.or.jp/contact/ 

【
町
の
相
談
】

【
町
の
相
談
】

◆
結
婚
相
談

　

３
月
12
日(

火)

　

午
後
６
時
～
８
時

　

コ
ス
モ
ス
園

　

相
談
員　

小こ

林
ば
や
し

ひ
と
み

　

☎
０
９
０-

４
７
６
２-

２
８
８
７

◆
教
育
相
談

　

月
～
金
曜
日(

中
学
登
校
日)

飯島町男女共同参画プラン　心をつなぐまちづくり５　～私たちができること～

「育児や介護など困っている人がいたら声かけをし、行政のサービス等を活用する提案をしましょう。」

飯
島
町
奨
学
金

飯
島
町
奨
学
金  

奨
学
生

奨
学
生  

((

令
和
６
年
度
採
択

令
和
６
年
度
採
択))

募
集
募
集

　　

町
で
は
町
内
に
住
所
が
あ
り
、

経
済
的
に
就
学
が
困
難
な
方
に
対

す
る
令
和
６
年
度
奨
学
生
を
募
集

し
ま
す
。
卒
業
後
、
所
定
の
期
間

内
で
返
還(

無
利
息)

し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

■
貸
与
資
格

　

高
等
学
校
、
大
学
等
に
在
学

（
４
月
入
学
予
定
者
含
む
）
し
、

一
定
の
要
件
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

※�

資
格
要
件
の
詳
細
は
教
育
委
員

会
こ
ど
も
室
へ
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

■
貸
与
の
額（
１
人
に
つ
き
月
額
）

◆
高
等
学
校　
　
　

１
万
円
以
内

◆
高
等
専
門
学
校

　

専
修(

専
門)

学
校

　

大
学(

短
期
大
学
含
む
）

３
万
円
以
内

◆
大
学
生（
医
学
部
医
学
科
の
み
） 

10
万
円
以
内

■
募
集
期
間

　

４
月
12
日(

金)

ま
で

■
お
問
合
せ

　

教
育
委
員
会 

こ
ど
も
室 

内
線
638

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン  

片
付
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

片
付
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

飯
島
駅
前
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

の
片
付
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
ま
す
。

■
日
時　

　

３
月
10
日(

日) 

午
前
８
時
～

※�

雨
天
時
は
、
３
月
16
日(

土)

へ

延
期
し
ま
す
。

■
集
合
場
所

　

ま
ち
の
駅
い
い
ち
ゃ
ん

■
お
問
合
せ

　

ま
ち
の
駅
い
い
ち
ゃ
ん

　

☎
０
２
６
５-

９
５-
３
２
０
９

身
体
を
良
く
す
る

身
体
を
良
く
す
る  

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
開
催

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
お
よ
び
イ
ン
タ

ー
バ
ル
速
歩
の
講
習
と
実
技
を
行

い
ま
す
。(

参
加
費
無
料)

■
日
時　

　

３
月
27
日(

水)

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
会
場　

飯
島
体
育
館

■
講
師

　

健
康
運
動
指
導
士

　

下し
も

平
だ
い
ら 

博ひ
ろ

和か
ず 

氏

■
定
員　

30
人(

先
着
順)

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
３
時

　

飯
島
体
育
館

　
☎
０
９
０-

２
２
６
９-

９
０
９
６

　

相
談
員　

武た
け

田だ

惠よ
し

江え

※
電
話
相
談
も
で
き
ま
す

◆
子
ど
も
に
関
す
る
家
庭
相
談

　

火
・
木
・
金
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　

こ
ど
も
室　

☎
８
６-

６
７
１
１

　

相
談
員　

堀ほ
り

内う
ち

澄す
み

惠え

◆
子
育
て
相
談　

月
～
金
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　

い
い
っ
子
セ
ン
タ
ー

　

☎
８
６-

８
１
３
１

※
電
話
相
談
も
で
き
ま
す

◆
こ
こ
ろ
の
相
談(

予
約
制)

　

３
月
４
日(

月)

、
25
日(

月)

申し込み�

フォーム
（ながの電子申請）
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３月の納税 　　　国民健康保険税 第10期分　　　　　　　【納期限】４月１日(月)

広
告

　

午
前
10
時
～
、
午
後
１
時
～

　

相
談
員　

心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　

問
保
健
医
療
係 

内
線
190

◆
健
康
相
談
・
育
児
相
談

　

３
月
12
日(
火)
・
26
日(

火)

　

午
前
９
時
～
11
時
30
分

　

問
保
健
医
療
係 

内
線
190
・
199

◆
高
齢
者
・
介
護
相
談
日

　

３
月
12
日(

火)

・
26
日(

火)

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

　

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

内
線
196
・
197

◆
障
が
い
者
相
談

　

３
月
14
日(

木)

※
要
事
前
予
約

　

午
前
９
時
～
正
午

　

や
す
ら
ぎ

　

問
地
域
福
祉
係　

内
線
177

【
町
社
協
の
相
談
】

【
町
社
協
の
相
談
】

◆
ひ
き
こ
も
り
支
援
事
業

 

『
定
例
個
別
相
談
』

　

３
月
13
日(

水)

※
要
事
前
予
約

　

①
午
後
２
時
～

　

②
午
後
３
時
30
分
～

　

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
石
楠
花
苑

※
相
談
日
以
外
も
対
応
し
ま
す
。 

 

『�

ひ
き
こ
も
り
当
事
者
・
家
族
の

た
め
の
居
場
所
』

　

３
月
26
日(

火)

　

午
後
２
時
～
４
時

　

風
の
谷
絵
本
館　

　

問
飯
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
０
２
６
５-

８
６-

５
５
１
１

【
そ
の
他
の
相
談
】

【
そ
の
他
の
相
談
】

◆
行
政
相
談

　

３
月
16
日(

土)

　

午
前
10
時
～
正
午

　

飯
島
成
人
大
学
セ
ン
タ
ー

　

☎
８
６-

４
８
６
３

　

相
談
委
員　

吉き
っ

川か
わ

秀ひ
で

幸ゆ
き

◆
交
通
事
故
巡
回
相
談（
予
約
制
）

　

３
月
７
日(

木)

・
21
日(

木)

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

伊
那
合
同
庁
舎
内
交
通
事
故
相
談
室

　

☎
０
２
６
５-

７
６-

６
８
０
３

◆�

ま
い
さ
ぽ
上
伊
那
出
張
相
談
会

　

３
月
14
日(

木)

　

午
後
３
時
～
５
時

　

飯
島
駅
前
さ
く
ら
さ
く
よ

　

問
ま
い
さ
ぽ
上
伊
那

　

☎
０
２
６
５-

９
６-

７
８
４
５

◆
い
い
だ
サ
ポ
ス
テ
出
張
相
談

　

飯
島
会
場(

事
前
予
約
制)

　

３
月
19
日(

火)

　

午
後
１
時
15
分
～

　

西
庁
舎
保
健
セ
ン
タ
ー

※
ま
ず
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

問�

い
い
だ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

０
２
６
５-

４
９-

３
１
５
０
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■３月のごみ・資源収集

地区
種別

飯島 田切
本郷 七久保

東 西 東 西

古紙・布類
４日
(月)

11日
(月)

18日(月)
25日
(月)

ビン・スチール缶・
アルミ缶類・灰 ７日(木) 21日(木)

ペットボトル 13日(水) 27日(水)

可燃ごみ（祝日も○) 月・木 火・金 月・木 火・金

不燃ごみ(祝日は×) 水 木

粗大ごみ(有料)
小型家電(無料)

10日(日) Ｂ＆Ｇ海洋センター駐車場
　　　　 午前８時～10時

廃食油(植物系のみ)
24日(日) 各地区公民館
　　　　 午前９時～10時

環境衛生自治会だより環境衛生自治会だより

■指定ごみ袋購入チケットについて
　令和６年度分のチケットは３月中に配布予定です。
　　◆自治会加入の方　 → 各自治会経由で配布
　　◆自治会未加入の方 → ご自宅へ郵送
※�チケットは紛失しても再発行は行いませんので大切に保管
してください。受領後に紛失した場合又は使い切ってしま
った場合には、１枚1,500円の有料チケットを購入していた
だきます。

■粗大ごみ・小型家電引取会場の変更について
　�　３月10日に実施予定の粗大ごみ・小型家電回収の会場
は、都合により「七久保保育園駐車場」から「Ｂ＆Ｇ海洋
センター駐車場」へと変更になりました。

☆町ホームページ「ごみの分別と出し方」のページ▶

３３月　わんぱくカレンダー月　わんぱくカレンダー

いいっ子センター（い子）、飯島保育園（飯保）、七久保保育園（七保）、飯島東部保育園（東保）、全保育園（３園）、
飯島小学校（飯小）、七久保小学校（七小）、飯小・七小（小学校）、飯島中学校（飯中）、飯小・七小・飯中（３校）、
飯島町図書館（図書館）、生涯学習係（生涯）　

日【にちようび】ＳＵＮ 月【げつようび】ＭＯＮ 火【かようび】ＴＵＥ 水【すいようび】ＷＥＤ 木【もくようび】ＴＨＵ 金【きんようび】ＦＲＩ 土【どようび】ＳＡＴ

１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30
31

【移動図書館車】
毎週火曜日：飯小
毎週水曜日：七保・七小
毎週木曜日：飯保
毎週金曜日：東保

【家庭相談】
火・木・金曜日

午前8時30分～午後5時
こども室

☎0265-86-6711

【つどいのひろば】
午前9時30分～午後4時

【子育て相談】
午前8時30分～午後5時

☎0265-86-8131

地区児童会(七小)
ひな祭り誕生日会(3園)

運動あそび(い子)

合唱団ラスト
コンサート(飯小)

特別保育(3園)
おもちゃ図書館(糸ぐるま)

園舎清掃(東保)
絵本とあそぶつどい(図書館)

誕生日会(い子)
休館日(図書館)

6年生を送る会(飯小)
図書館出前講座(飯保)

高校後期選抜
(飯中)

6年生を送る会(七小)
図書館出前講座(七保)

MMCひなまつりコンサート
(い子)

高校後期選抜(飯中)
5時間授業(七小)

図書館出前講座(東保)

地域の方への感謝の会(七小)
5時間授業(七小)
ママヨガ(い子)

特別保育(3園)
土曜開所日(い子)

体育館開放日(生涯)

園舎清掃(七保)
おはなしの森(図書館)

同窓会入会式(飯中)
おでかけ広場(い子)

休館日(図書館)

3年生を送る会
(飯中)

5時間授業(七小)
避難訓練(3園)

おたのしみ会(い子)

5時間授業(七小)
お別れ会(3園)

図書館読み聞かせ(い子)
3学期終業式(小学校)

リトミック(い子)
3学期終業式(飯中)

卒業式(小学校)

卒業式(飯中)
特別保育(3園)

おもちゃ図書館(糸ぐるま)

年度末休業～31日(小学校)
手形をとろう(い子)

避難訓練(い子)
休館日(図書館)

高校後期選抜合格発表
(飯中)

手形をとろう(い子)
移動図書館車運休(図書館)

　　【春分の日】

移動図書館車運休(図書館)
ベビーヨガ(い子)

休館日(図書館) 卒園式(3園)
土曜開所日(い子)

特別保育(3園)

年度末特別保育～29日(3園)
月末休所日(い子)

休館日(図書館)
図書館読み聞かせ(い子)
移動図書館車運休(図書館)

新年度準備3～5年登校(七小)
新5・6年生登校(飯小)

移動図書館車運休(図書館)

登校日・教室移動(飯中)

移動図書館車運休(図書館)
午後休所(い子)

移動図書館車運休(図書館) 特別保育(3園)

■３月のイベント【記載がない場合 要予約】
※詳しくはセンターで配布する予定表をご覧ください

子育て支援センター 子育て支援センター 
（いいっ子センター）（いいっ子センター）

※�場所の表記がないイベントはいいっ子センターで
行います。

▶運動あそび（講師：原智恵先生）
　日時：３月１日(金)
	 ①午前９時50分～ ②午前10時40分～
▶ＭＭＣひなまつりコンサート（ＭＭＣの皆さん）
　日時：３月６日(水)　午前10時30分～
▶ママヨガ教室（講師：伊藤祐奈先生）
　日時：３月８日(金)　午前10時～
▶おたのしみ会
　日時：３月12日(火)　午前10時～
▶親子リトミック（講師：木下妙子先生）
　日時：３月14日(木)
　　　　ベビーリトミック：午前９時45分～10時30分
　　　　キッズリトミック：午前10時45分～11時30分
▶手形をとろう【予約不要】
　日時：３月18日(月) ・19日(火)
	 午前９時30分～11時
▶ベビーヨガ教室（講師：森下晏希先生）
　日時：３月21日(木) 　午前10時～10時45分

問 教育委員会 こども室

問子育て支援センター ☎0265-86-8131問住民税務課 生活環境係
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■赤ちゃんメモ（場所：西庁舎保健センター）

○３か月児健康診査

　日時：３月５日(火) 午後１時～

　対象：令和５年11月生まれ

〇５か月児育児相談

　日時：３月13日(水) 午前９時20分～

　対象：令和５年10月生まれ

〇７か月児育児相談

　日時：３月13日(水) 午前９時20分～

　対象：令和５年７月～８月生まれ

〇９か月児健康診査

　日時：３月５日(火) 午後１時～

　対象：令和５年５月生まれ

〇12か月児育児相談

　日時：３月11日(月) 午前９時20分～

　対象：令和５年２月～令和５年４月１日生まれ

〇２歳児育児相談

　日時：３月18日(月) 午前９時20分～

　対象：令和４年１月～令和４年３月生まれ

〇３歳児健康診査

　日時：３月22日(金) 午後０時50分～

　対象：令和３年１月～令和３年３月生まれ

■検診など

〇献血

　日時：３月１日(金)　午前９時30分～11時30分

　場所：飯島町役場

〇子宮がん検診【予約制】

　日時：月～金曜日　午前９時～11時、午後３時～４時30分

　場所：駒ヶ根高原レディスクリニック

みんなの健康みんなの健康

■休日歯科緊急診療

３月３日・10日・17日・20日・24日・31日

場所：上伊那口腔保健センター（伊那市保健センター内）

受付：午前８時30分～11時30分　☎0265-78-8510

３月３日(日) 須田医院(駒) 81-5050

３月10日(日) まえやま内科胃腸科クリニック(駒) 82-8614

３月17日(日) 片桐診療所(中) 88-2512

３月20日(水) 前澤外科内科クリニック(駒) 83-2151

３月24日(日) 北原医院(宮) 85-2214

３月31日(日) 高山内科クリニック(駒) 82-6690

休日緊急当番医休日緊急当番医
市外局番　0265

(駒)駒ヶ根市、(飯)飯島町、(宮)宮田村、(中)中川村�

※都合により当番機関が変更になることがあります。

※�上記以外の上伊那郡内休日緊急当番医は「伊那市

ホームページ(２次元コード)」をご覧ください。

〇音楽療法（ストレスを解消したい方）

　日時：３月６日(水) 午前９時30分～11時

　場所：コスモス園

　問 健康福祉課 保健医療係

〇健幸教室　※いずれも火曜日 

　日時：３月５日・12日・26日

　　　　午前９時45分～11時45分

　場所：飯島町役場 西庁舎 営農研修室

　問 健康福祉課 高齢者福祉係

○フレイル予防教室

　時間(全コース共通)：午前10時～11時30分
【七久保会場】場所：七久保林業センター
　◇火曜コース：３月５日・12日
　◇木曜コース：３月７日・14日　
【飯島会場】場所：飯島成人大学センター
　◇水曜コース：３月６日・13日
　◇金曜コース：３月１日・８日・15日

　問 健康福祉課 高齢者福祉係

健康づくり教室健康づくり教室

体育館開放日体育館開放日

日時：３月９日(土) 午後７時30分～９時

場所：飯島体育館、田切体育館、本郷体育館

　　　Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館

��☆�令和５年度は、飯島体育館にて年間を通して 
ニュースポーツ体験コーナーを設置します。

問教育委員会 生涯学習係

問健康福祉課 保健医療係

問健康福祉課 保健医療係

■３月の番組予定
【放送時間】
午前6：30
 　 7：30
 　 8：30
 ※10：30
午後0：30
　　1：30
　※3：00
    5：00
 　 7：30
 　 9：30
   11：00
   12：00

４日～　営農センターだより

11日～　まちのできごとダイジェスト

18日～　１年生になったら

25日～　観光協会推奨品のご紹介

※午前10：30～、午後3：00～の放送は
「いいちゃん健康体操」をお送りします。
※番組の切り替えは月曜の午後7時30分です。

ＣＡＴＶ行政チャンネル ＣＡＴＶ行政チャンネル デジタル「11」デジタル「11」

問総務課 秘書広報係



人のうごき 【２月１日現在】 人口 男 女 世帯数
（　）内は前月比 8,943 人 (-12) 4,378 人 (-3) 4,565 人 (-9) 3,641 戸 (-2)
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いいちゃんメール登録受付中！！いいちゃんメール登録受付中！！
飯島町の情報をお届けしています。
右の２次元コードにアクセスして、
ながの電子申請から登録をお願いします。

広報いいじま未来飛行広報いいじま未来飛行
はマチイロアプリでもはマチイロアプリでも
配信しています。配信しています。

接種会場

　生協診療所いいじま　※２月と３月は集団接種は行いませんのでご注意ください。

予約方法

 【12歳以上の方】

　 予診票に、Ｒ５年秋開始接種 と押してあるものを使用してください。

　■インターネット予約(24時間受け付け) ※利用者登録が必要です。

　　・インターネット予約は、本人以外(家族、友人など)でも可能です。

　　・登録にはメールアドレスが必要です。

　　・�メールの受信制限をしている方は、 

「iijima@reams-reservesys2.info」からの受信を許可してください。

　　・１つのメールアドレスで50人まで予約可能です。

　　・�パスワードをご自身で作成する必要があります。英大文字、英小文字、数字、記号がすべて混在した10文字

以上の文字列で作成ください。

　　◇予約登録時に必要となる「請求先」「券番号」は次の数字を入力してください。

「請求先」203840（飯島町） 「券番号」10桁の数字（予診票右上に記載されています。）

　■電話予約 ※ワクチンの予約に関して、医療機関に直接電話をしないでください。

　　コロナワクチン専用ダイヤル　☎0265-86-8123
　　受付時間：午前８時30分～午後５時（平日のみ）

　　◇予約の際に必要な情報

・接種する方の氏名　　　・生年月日(西暦)　　　・日中連絡の取れる電話番号 
・接種券番号(接種済証にある10桁の数字)　

 【小児接種（５～11歳の方】

　 予約は、コロナワクチン専用ダイヤル（☎0265-86-8123）へお電話ください。

使用するワクチン(予定)

　・令和６年２月：モデルナ社　　・令和６年３月：第一三共社　　※状況により変更する場合があります。

予約の 
空き状況

インターネット 
予約システム

無料で接種できる最後の機会になります。

接種をご希望の方は、早めの接種をお願いします。

令和５年秋開始 
新型コ新型コロナワクチンロナワクチン

無料での接種は

令和６年３月31日で終了します

新型コロナワクチン接種をご希望の方

※最終接種日は医療機関によって異なります。

問 健康福祉課 保健医療係
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